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弘果りんご止市の様子

つ
が
り
あ
ん
メ
ロ
ン

「
ア
ー
バ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
」

の
定
植
作
業
が
、
４
月
下
旬

か
ら
５
月
上
旬
に
か
け
て

ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。

ひろかごはん

2019 年産りんご止市2019 年産りんご止市
　

弘
果
及
び
津
軽
り
ん
ご
市
場
に
於
い
て
４
月

21
日
、
２
０
１
９
年
産
り
ん
ご
の
止
市
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
産
り
ん
ご
は
、
夏
の
干
ば
つ
が

影
響
し
、
小
玉
果
の
割
合
が
多
く
な
り
、
取
扱

数
量
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
食
味
良
い
仕
上
が

り
や
輸
出
が
堅
調
に
推
移
し
た
こ
と
で
平
均
単

価
は
高
水
準
を
維
持
し
ま
し
た
。

　

両
市
場
を
合
わ
せ
た
２
０
１
９
年
産
り
ん
ご

取
扱
数
量
は
、
６
４
９
万
５
６
９
４
箱
（
前
年

比
92
．
３
％
）、
１
箱
あ
た
り
の
平
均
単
価
は

４
６
８
７
円
（
同
１
０
７
．
２
％
）
と
な
り
、

取
扱
金
額
が
弘
果
で
は
１
９
４
億
６
４
８
１
万

円
（
同
98
．
０
％
）、
津
軽
り
ん
ご
市
場
で
は

１
０
９
億
８
１
１
４
万
円（
同
１
０
０
．
７
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
例
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
止
市
の

セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
両
市
場
で
中
止
と
な

り
、
関
係
者
の
マ
ス
ク
着
用
や
消
毒
を
徹
底
し

て
、
２
０
１
９
年
産
最
後
の
取
引
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
前
８
時
45
分
よ
り
行

わ
れ
た
止
市
に
は
、
買
参
人

約
２
０
０
人
が
来
場
。
当
日

は
１
万
３
８
３
６
箱
（
前

年
比
１
１
１
．
８
％
）
が

入
荷
し
、「
ふ
じ
」
の
上

実
が
高
値
１
万
２
４
２
０

円
（
同
１
１
５
．
０
％
）

～
中
値
１
万
２
６
０
円

（
同
１
１
８
．
８
％
）
～

安
値
９
１
８
０
円
（
同

１
２
１
．
４
％
）、
小
玉

が
高
値
１
万
２
４
２
０
円

（
同
１
３
５
．
３
％
）
～

中
値
１
万
５
８
４
円
（
同

１
３
０
．
７
％
）
～
安
値

９
７
２
０
円
（
同
１
５
０
．

０
％
）
で
の
取
引
と
な
り
ま

し
た
。

葛
西
静
男
専
務
は
２
０ 

１
９
年
産
の
販
売
に
つ
い
て

「
小
玉
傾
向
で
し
た
が
食
味

良
く
仕
上
が
り
、
競
合
果
実

の
動
向
や
輸
出
等
、
り
ん
ご

の
販
売
環
境
が
良
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
高
単
価
で
の
販

売
と
な
り
ま
し
た
」
と
締
め

く
く
り
、
令
和
２
年
産
に
向

け
て「
生
産
者
に
と
っ
て
は
、

品
質
、
食
味
に
見
合
っ
た
り

ん
ご
が
高
値
で
取
引
さ
れ
る

こ
と
で
励
み
と
な
り
、
生
産

意
欲
の
向
上
に
繋
が
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
産
の
取
扱

数
量
は
４
１
７
万
２
７
７
３

箱
（
同
91
．
４
％
）、
平

均
単
価
４
６
６
５
円
（
同

１
０
７
．
２
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

午
前
７
時
30
分
よ
り

行
わ
れ
た
止
市
に
は
、
買

参
人
約
１
０
０
人
が
来

場
。
当
日
は
８
８
０
９
箱

（
前
年
比
93
．
２
％
）
が

入
荷
し
、「
ふ
じ
」
の
上

実
が
高
値
１
万
２
４
２
０

円
（
同
１
１
５
．
０
％
）

～
中
値
１
万
２
６
０
円

（
同
１
１
８
．
８
％
）
～

安
値
９
１
８
０
円
（
同

１
２
１
．
４
％
）、
小
玉

が
高
値
１
万
２
４
２
０
円

（
同
１
３
５
．
３
％
）
～

中
値
１
万
５
８
４
円
（
同

１
３
０
．
７
％
）
～
安
値

９
７
２
０
円
（
同
１
５
０
．

０
％
）
で
の
取
引
と
な
り
ま

し
た
。

石
戸
谷
繁
副
社
長
は
「
生

産
者
の
懸
命
な
努
力
で
食
味

の
良
い
り
ん
ご
に
仕
上
が
っ

た
結
果
、
高
値
で
の
取
引
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。
小
玉
傾

向
の
２
０
１
９
年
産
り
ん
ご

で
し
た
が
、
小
玉
が
驚
く
ほ

ど
高
値
で
取
引
さ
れ
た
こ
と

が
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
産
の
取
扱

数
量
は
２
３
２
万
２
９
２
１

箱
（
同
93
．
８
％
）、
平
均

数
量
減
も
高
単
価
取
引
　
令
和
２
年
産
へ
励
み

数
量
減
も
高
単
価
取
引
　
令
和
２
年
産
へ
励
み

ア
ー
バ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
定
植
進
む

ア
ー
バ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
定
植
進
む

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

岩
木
大
平
出
荷
組
合
の

長
谷
川
雅
人
さ
ん
（
鯵
ヶ

沢
町
）
は
４
月
24
日
と
５

月
１
日
の
両
日
、
園
地
に

１
０
０
０
本
の
苗
を
定
植
し

ま
し
た
。

長
谷
川
さ
ん
は
今
回

の
定
植
に
つ
い
て
「
今
年

は
４
月
の
気
温
が
安
定
し

な
い
影
響
で
地
温
が
上
が

ら
ず
、
定
植
時
期
の
見
極

め
に
慎
重
を
要
し
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
、
収
穫

に
向
け
て
「
日
当
た
り
、

温
度
等
、
栽
培
管
理
を
徹

底
し
た
高
品
質
生
産
を
目

指
し
、
つ
が
り
あ
ん
メ
ロ

ン
ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
高

め
、
一
層
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

今
回
定
植
さ
れ
た

「
ア
ー
バ
ン
デ
リ
シ
ャ
ス
」

は
７
月
下
旬
に
収
穫
予
定

で
す
。

ひろかごはん
ＱＲコード

素材の持ち味を活かした三品を紹介

津軽りんご市場止市の様子

今が今が

丁寧に定植を行う長谷川さん

➡

のブランデュー弘前ＦＣ
は

ユニフォーム
パートナー
ユニフォーム
パートナー です

弘
　
　
果

弘
　
　
果

き
ゅ
う
り

き
ゅ
う
り

温度管理と水管理が栽培のポイントと話す小田桐さん

胡瓜と生姜の漬物胡瓜と生姜の漬物
胡瓜とエビの胡瓜とエビの
酢味噌かけ酢味噌かけ胡瓜と生姜炒め胡瓜と生姜炒め

胡
瓜
胡
瓜

単
価
は
４
７
２
７
円
（
同

１
０
７
．
３
％
）
と
な
り
ま

し
た
。

弘
前
市
大
沢
の
小
田
桐

真
一
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
は
、

胡
瓜
の
収
穫
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

小
田
桐
さ
ん
が
栽
培
す

る
胡
瓜
は
、耐
病
性
に
優
れ
、

安
定
し
た
収
量
が
見
込
め
る

比
較
的
新
し
い
品
種
「
リ
ス

ペ
ク
ト
」
で
、
そ
の
品
質
の

良
さ
か
ら
現
在
は
こ
の
品
種

の
み
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

小
田
桐
さ
ん
は
胡
瓜
の

栽
培
に
つ
い
て
「
と
に
か
く

重
要
な
の
は
温
度
管
理
と
水

管
理
が
ポ
イ
ン
ト
」と
話
し
、

今
年
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

「
４
月
の
気
温
が
安
定
せ
ず
、

生
育
に
影
響
を
及
ぼ
す
懸
念

が
あ
り
ま
し
た
が
、
栽
培
管

理
の
徹
底
で
結
果
良
い
収
穫

を
迎
え
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

旬
を
迎
え
た
胡
瓜
の
美

味
し
い
調
理
法
は
、
当
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
、
旬
の
食

材
で
つ
く
る
お
す
す
め
レ
シ

ピ
「
ひ
ろ
か
ご
は
ん
」
で
公

開
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。



ひ ろ か だ よ り （2）

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向
け
努
力
す
る
期

待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

川 越川 越  将 玄 将 玄さんさん (26)(26)
ま さ は るま さ は る

 歩 未 歩 未さんさん (26)(26)
あ ゆ みあ ゆ み

弘前市 農林部 りんご課 Tel.0172-40-7105

補補 助助 対対 象象 者者

補補 助助 金金 額額

交交付付対対象象期期間間

おお問問いい合合わわせせ先先

市市民民又又はは市市内内にに通通勤勤・・通通学学ししてていいるる方方（（下下記記参参照照））
をを臨臨時時作作業業員員等等ととししてて新新たたにに雇雇用用ししたた市市内内のの農農業業
者者・・農農業業法法人人

11日日ああたたりりのの賃賃金金実実支支出出額額のの22分分のの11
（（上上限限33,,000000円円））

令令和和22年年44月月11日日かからら1111月月3300日日ままでで

人人手手不不足足にに悩悩むむ
農農家家、、農農業業法法人人のの皆皆様様へへ

弘前市では新型コロナウイルス感染拡大により休職等を余儀
なくされた市民等と人手不足に悩む農業現場とのマッチング
を図り、市民の生活を維持するとともに農産物の安定生産を
助けるための補助金制度を創設しました。

-事業概要-
休職・自宅待機等となった市民等を
農業生産現場で受け入れた際の
賃金の一部を支援します。

◇◇一一時時休休職職中中でで雇雇用用主主かからら副副業業がが認認めめらられれたた方方
◇◇業業績績悪悪化化等等でで解解雇雇さされれたた方方
◇◇大大学学生生等等でで飲飲食食店店等等ででののアアルルババイイトトがが制制限限さされれたた方方
◇◇そそのの他他新新型型ココロロナナウウイイルルススのの感感染染拡拡大大にによよりり働働きき先先
をを探探ししてていいるる方方

農
業
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
始
ま
る

農
業
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
始
ま
る

　

２
０
２
０
年
度（
令
和
２
年
産
）り
ん
ご
ト
レ

　

２
０
２
０
年
度（
令
和
２
年
産
）り
ん
ご
ト
レ

サ
ビ
の
書
類
が
今
月

サ
ビ
の
書
類
が
今
月
1515
日
頃
に
発
送
予
定
と

日
頃
に
発
送
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
ト
レ
サ
ビ
情
報
を
い
ち
早
く
確
認
い

　

本
年
度
の
ト
レ
サ
ビ
情
報
を
い
ち
早
く
確
認
い

た
だ
く
た
め
、
お
手
元
に
届
き
次
第
早
急
に
開
封

た
だ
く
た
め
、
お
手
元
に
届
き
次
第
早
急
に
開
封

し
、
同
封
書
類
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
、
同
封
書
類
の
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

尚
、
ト
レ
サ
ビ
セ
ン
タ
ー
へ
ご
来
場
の
際
は
、

　

尚
、
ト
レ
サ
ビ
セ
ン
タ
ー
へ
ご
来
場
の
際
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
マ
ス
ク
の
着
用
及
び
入
口
で
の
ア
ル
コ
ー

か
ら
、
マ
ス
ク
の
着
用
及
び
入
口
で
の
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
を

ル
消
毒
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
ん
ご
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

り
ん
ご
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

について
広告休止

　弘果友の会設立時より毎月本紙に掲載し
ておりました広告につきまして、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止等、参加企業各社
の企業活動への影響を考慮し、当面の間広
告の掲載を休止いたします。
　尚、サービスは継続してい
ますので、詳細につきまして
は、当社ＨＰよりご確認願い
ます。

弘果友の会
ＱＲコード
弘果友の会
ＱＲコード

　

弘
果
グ
ル
ー
プ
関
係
団
体
（
９
団
体
）
で
は
、

　

弘
果
グ
ル
ー
プ
関
係
団
体
（
９
団
体
）
で
は
、
新
型
コ
ロ

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
定
時
総
会
を
書

定
時
総
会
を
書

面
議
決
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

面
議
決
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
左
記
７
団
体
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が

　

ま
た
左
記
７
団
体
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

会
長　

須
藤
惠
司　

国
吉
出

荷
組
合
（
再
任
）

副
会
長　

林
徳
昭　

弘
下
・

下
湯
口
り
ん
ご
研
究
会
（
再

任
）、
工
藤
郁
男　

清
水
森

り
ん
ご
出
荷
組
合
（
再
任
）、

三
上
勝
彦　

黒
石
高
花
出
荷

組
合
（
再
任
）、
工
藤
浩
文　

マ
ル
弘
十
面
沢
出
荷
組
合

（
再
任
）、
水
木
將
夫　

大
鰐

地
区
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

（
新
任
）

弘
果
り
ん
ご

弘
果
り
ん
ご

　
連
絡
協
議
会

　
連
絡
協
議
会

安
全
安
心
委
員
長　

高
谷
修

一　

中
別
所
出
荷
組
合
（
新

任
）

部
長　

清
藤
富
士
子　

岩
木

新
法
師
出
荷
組
合
（
新
任
）

副
部
長　

藤
田
昌
子　

岩

木
大
玉
出
荷
組
合
（
再
任
）、

福
士
す
み
え　

百
津
出
荷
組

合
（
新
任
）

部
長　

藤
田
隆
之　

鬼
沢
り

ん
ご
支
会
（
新
任
）

副
部
長　

鳴
海
勝
一　

ヤ
マ

独
出
荷
組
合
（
再
任
）、

外
崎
誠
也　

高
杉
り
ん
ご
生

産
販
売
研
究
会
（
新
任
）

会
長　

葛
西
直
人　

コ
ス
モ

ス
出
荷
組
合
（
再
任
）

副
会
長　

長
内
良
蔵　

い
た

や
な
ぎ
G
ア
ッ
プ
ル
出
荷

組
合
（
再
任
）、
瓜
田
良
一　

十
人
会
（
再
任
）、
小
関
清

隆　

マ
ル
関
出
荷
組
合
（
新

任
）、
安
田
勉　

ド
リ
ー
ム

出
荷
組
合
（
新
任
）

部
長　

花
田
勢
津
子　

ロ
イ

ヤ
ル
出
荷
組
合
（
再
任
）

副
部
長　

木
村
イ
ク
子　

建

石
ア
ッ
プ
ル
会
（
再
任
）、

奈
良
幸
子　

種
市
り
ん
ご
出

荷
組
合
（
新
任
）

部
長　

長
峰
良
孝　

堂
志
出

荷
組
合
（
新
任
）

副
部
長　

小
林
常
人　

羽

野
木
沢
出
荷
組
合
（
新
任
）、

村
山
誠
也　

狐
森
か
が
や
き

出
荷
組
合
（
新
任
）

部
長　

工
藤
幹
康　

津
軽
太

洋
出
荷
組
合
（
再
任
）

副
部
長　

越
後
谷
繁
視　

上

稲
元
出
荷
組
合
（
再
任
）、

須
藤
正
克　

丸
山
地
区
（
再

任
）

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

婦
人
部

婦
人
部

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

青
年
部

青
年
部

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

　　
連
絡
協
議
会

連
絡
協
議
会

清藤富士子
新部長

藤田隆之
新部長

長峰良孝
新部長

青
年
部

青
年
部

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン

生
産
連
絡
協
議
会

生
産
連
絡
協
議
会

婦
人
部

婦
人
部

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

青
年
部

青
年
部

津
軽
り
ん
ご
市
場

津
軽
り
ん
ご
市
場

弘前市ホームページより抜粋

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
‼‼

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け

な
い
」「
今
こ
そ
、農
業
」
を
ス
ロ
ー

＜お問い合わせ＞

◇一時休職中で雇用主から副業を認められた方
◇業績悪化等により解雇された方
◇大学生等で飲食店等でのアルバイトが制限された方
◇その他新型コロナウイルスの感染拡大により働き先を探し
ている方

弘前市では新型コロナウイルスの感染拡大により

休職等を余儀なくされた方と農業者とのマッチングを開始しました！

就就労労先先ととななるる農農家家ををおお探探ししのの方方はは弘弘前前市市農農林林部部農農政政課課（（ ））へへ
賃金の支援を希望する農家の方は弘前市農林部りんご課（ ）へ

雇用契約

相
談

雇用先となる
農家を紹介 賃金の一部を支援

（雇用主からの申請が必要
です）

農農業業生生産産現現場場ででのの一一時時的的就就労労ををごご検検討討くくだだささいい！！

例えば・・・

身近に農家がいない

場合は弘前市が農協等
と連携して、農家を紹介
することができるよ！

身近に人手不足で困っている農家（親族を
除く）がいる場合は直接相談してみてね！

働働きき手手
弘前市民の方

市内に通勤・通学している方

雇用主
市内農業者・法人等

弘前市

（ＪＡ等）

ガ
ン
に
弘
前
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
休
職
や
離
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
方
々
と
、
農
業
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
弘
前
市
民
と
弘
前
市
内

に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
人
を
対
象
と

し
、
市
が
人
手
不
足
に
悩
む
農
家
を
紹

介
し
、
雇
用
し
た
農
家
に
は
、
支
払
っ

た
日
当
の
半
額
（
１
人
に
つ
き
上
限

３
０
０
０
円
）
を
補
助
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　

同
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
求

職
者
の
方
は
、
弘
前
市
農
林
部
農
政

課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
１
７
２
―
40
―

７
１
０
２
）、
雇
用
及
び
賃
金
の
支

援
を
希
望
す
る
農
家
の
方
は
、
弘

前
市
農
林
部
り
ん
ご
課
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
１
７
２
―
40
―
７
１
０
５
）
ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

弘前市弘前市

し
た
が
、
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
父

の
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
、

仕
事
を
辞
め
就
農
し
ま
し
た
。
家
族
が

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
（
ワ
ン
チ
ー
ム
）」

と
な
っ
て
毎
日
の
仕
事
に
励
ん
で
い
ま

す
。

【
夢
・
展
望
】　
家
族
経
営
を
念
頭
に
、

省
力
化
、
品
種
構
成
の
見
直
し
、
桃
の

栽
培
の
拡
大
等
、「
農
業
で
メ
シ
を
食
っ

て
い
く
」
た
め
、
無
理
の
な
い
範
囲
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て
い
き
た
い
。

【
座
右
の
銘
】「
原
点
回
帰
」

色
々
な
解
釈
が
あ
る
言
葉
で
す
が
、
仕

事
で
余
裕
が
な
く
な
っ
た
時
に
、
念
願

か
な
っ
て
就
い
た
仕
事
へ
の
想
い
を

「
原
点
」
と
し
て
立
ち
戻
り
、
今
の
自

分
の
仕
事
を
見
つ
め
直
し
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
ま
す
。
仕
事
で
も

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
家
族
と
共
に
こ

れ
か
ら
も
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
喜
び

を
分
か
ち
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。　

【
住
所
】　

弘
前
市
糠
坪

【
家
族
構
成
】　

両
親
、
子
供
１
人

【
作
付
状
況
】　

り
ん
ご
2.5
㌶
、
桃

20
㌃

【
就
農
年
】　

２
０
１
２
年

【
き
っ
か
け
】　
「
わ
（
私
）
は
り

ん
ご
農
家
さ
な
る
（
継
ぐ
）」
と

幼
少
時
か
ら
そ
の
想
い
を
心
に
抱

き
家
業
を
手
伝
い
、
将
来
を
見
据

え
て
高
校
も
り
ん
ご
科
に
進
学
し

ま
し
た
。
そ
し
て
卒
業
後
、
家
業

を
継
ぐ
形
で
就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
農
業
は
、
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
た
よ
り
も
多
岐
に
わ
た
る

仕
事
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
建
設
、
機
械
、
農
薬
等
の
技

術
、
知
識
が
な
け
れ
ば
勤
ま
り
ま

せ
ん
。
何
事
も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

手
段
と
考
え
て
積
極
的
に
取
り
組

み
、
経
験
を
積
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
妻
も
会
社
勤
め
の
傍
ら
、
休

み
の
時
に
は
手
伝
い
を
し
て
い
ま

「
農
」

「
農
」のの「
業
」

「
業
」を
継
ぐ

を
継
ぐ

期
待
の
後
継
者

期
待
の
後
継
者

わ

ざ

わ

ざ

の

う

の

う


